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2023 年５月９日 

各 位 

 
 
 
 
 
 
 
 

特別損失の計上及び通期業績予想の修正に関するお知らせ 

 

当社は、2023 年３月期決算において特別損失を計上するとともに、2023 年２月 13 日に

公表した 2023 年３月期（2022 年４月１日～2023 年３月 31 日）の業績予想を修正するこ

ととしましたので、お知らせいたします。 

 

１．特別損失の計上 

2022 年８月に子会社化した麥菲爾股份有限公司について、関係当局の承認に時間を要し株

式の取得が予定より遅れたことなども影響し、2022 年 12 月期実績が当初計画及び 2021 年

12 月期実績を下回り、その後も実績が当初計画を下回っており、計画に遅れが生じる見込み

であることから、のれんの減損損失約２億円を特別損失に計上することとなりました。 

 

２．2023 年３月期 連結業績予想数値の修正（2022 年４月１日～2023 年３月 31 日） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 

親 会 社 株 主 に

帰 属 す る 当 期

純 利 益 

１株当たり 

当 期 純 利 益 

 

前回発表予想（Ａ） 

百万円 

1,900 

百万円 

△390 

百万円 

△390 

百万円 

△410 

円 銭 

△9.66 

今回修正予想（Ｂ） 2,020 △340 △340 △580 △13.66 

増 減 額（Ｂ－Ａ） 120 50 50 △170  

増 減 率（ ％ ） 6.3 ─ ─ ─  

（参考）前期実績 

（2022 年３月期） 
1,640 △288 △287 △315 △7.44 

会 社 名 株式会社ディー・エル・イー 

代 表 者 名 代表取締役社長執行役員 CEO 小濵 直人 

（コード番号：3686 東証スタンダード） 

問 合 せ 先 執行役員 CFO 小澤 大輔 
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３．修正の理由 

売上高、営業利益及び経常利益は、前回予想数値から若干改善する見通しですが、親会

社株主に帰属する当期純利益は、上記１．の特別損失を計上することなどにより、前回予

想数値を下回る見通しとなりました。 

 

（注）予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき算出したものであり、実際の業績

は、今後の様々な要因により異なる場合があります。 

 

以上 


